
「良心」について

20241214 良心という言葉→な

つかしい、心の中

に生まれてくるこ

と

良心の反対語は悪

心？→むしろ悪意 自分の気持ちに従

う→本能に

良心の声→いじめら

れている子を見て

みぬふり→良心の呵

責、やましさ

声を上げることは

勇気のいること

「よい」ことをし

ながら「わるい

い」ことを考える

のが人間

社会的規範（道

徳）に従う

人間の心には両方

の面があり葛藤し

ている

悪意の反対語は善

意

善意の押し売り→お

せっかい

人の心には良心と

ともに悪魔がいる

良心は個人、環境、

時代により違う

それはどのように

形成されるか

まず人の関わり、

家族の中から

最初は母子関係。

子の要求⇒「不

快」→「快」を求め

る

母の応答⇒「快」

をもたらす

子の要求→母の応答

⇒ことばのやりと

り⇒「よいーわる

い」の名づけ

子の身体感情→「お

いしいね」「気持

いいね」

母子の関係感情→

「うれしいね」

「愉しいね」

母の禁止と命令→

「～してはダメ」

「～しなさい」

「よいーわるい」

の価値→ルール関係

自分の存在承認を

求める→自我主体

よい子、わるい子

の価値評価

自分固有の「内的

ルール」としての

「よい」と「わる

い」を打ち立てる

自己自身のルール→

良心⇒内面

良心に反する→自己

欺瞞→自分にとって

利得がある

ルール違反→良心に

反する

良心が湧く状態が

わからない、どこ

から湧いてくるの

か

善意と良心は違

う？

良心とは何か？

１道徳（内面）

２外からの評価→認

めてもらいたい→人

の目

ゴミ出しのルール→

違反のゴミ→見てみ

ぬふり

「天」は見ている

誰かのために何か

をしてあげたいと

いうことがない

彼氏もいないし

人と人との関係の

中から生まれるも

の→言葉と同じよう

に

関係から孤絶した

ところからは何も

出てこない
反すると分かりつ

つ正当化（黙過）

悪を善といいくる

める

内的抗弁と正当化

言葉の力によって

のみ可

不満と反抗→こころ

の成長

戦時中、「戦争に

行って死ぬ」こと

は良いことだった

高度成長期、会社

のために死ぬほど

働いた→良いこと

「良心」はむしろ

「善」そのもの



時代により環境に

より「良いこと」

は変わる

「よい」ことに確

たるものはあるか

特攻の発案者は戦

略の邪道だと思っ

ていた

多くの若者が「進

んで」特攻に志願

した→死んだ

特攻で死ぬこと→死

の意義づけ→生きる

ことの意義・意味

を求めた

夏目漱石『ここ

ろ』の先生の殉死

遺書→自死の正当化、

言い訳

自分の生と死は自

分の責任で完結さ

せる→新しい生き方

自分で自分を支え

るという孤独な営

みに耐え切れな

かった

「明治の精神」＝

乃木大将→国家主義

の亡霊にひれ伏す

＝殉死

国家による死の意

義づけを求めた

普遍性はあるか、

相対的なものか

「よい」ことには

普遍性がある

大阪地検元検事正

の部下に対する性

犯罪訴訟

「深刻な被害を与

えた」と罪認める→

一転「同意がある

と思っていた」と

故意を否定

矢沢永吉コンサー

ト→「自分を愛せ」 「自分を愛してい

る人」はどういう

ふうに生きている

か（糸井重里）

「自分を愛してい

たら」盗みはでき

ない、人をだませ

ない、人を愛そう

とする

「自分を愛せていない」か

ら、やってしまうことがあ

る、勇気をだせないことも

ある、「自分を愛していな

いから」人のことも愛せな

い

仕事のために、家族の

ために、友人のために、

国のためにではなくて、

まず「自分を愛せ」な

くてどうする

良心に忠実であれ

ということ

みんなにとって良

いこととなる、意

見の違いはあって

当然

自然に生きる

うしろめたくない

こと

自分を大切にする

受容、許容、許す

ということ


